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第４章 第４次産業革命への対応に必要な指導員研修開発 

 

職業大では、職業能力開発の一翼を担う公共職業開発施設の指導員や民間教育訓練

機関・企業等の指導員(指導者)に対して、職業訓練業務を遂行する上で必要な技能・技

術及び訓練技能等の習得により職業訓練の更なる質の向上に資するため指導員研修を

計画・実施している。本章では、研究会において検討した研修カリキュラムに基づき、

職業大における第 4 次産業革命への対応に必要な研修の開発事例について述べる。 

 

第１節 研修体系 

 

指導員の技能・技術体系における［技能・技術分野］ごとに、第 3 章で述べた指導

員に必要な能力要素を配置し整理した。これにより個々の指導員が持つ現在の専門

分野から第 4 次産業革命に対応した職業訓練を展開するために習得すべき能力要素

を明らかにすることができる。 

さらに、指導員に必要な能力要素と職業大において実施する研修を対応させるこ

とで、第 4 次産業革命への対応に必要な研修体系として図４－１に整理し、受講す

る際の参考となるものとした。本研修体系には、2020 年度 42 コース、2021 年度 50

コース掲載されている。 

 

図４－１ 第４次産業革命への対応に必要な指導員の研修体系（一部）  

 

【例】 

機械設計を専門とする職業訓練指導員が、 

習得すべき能力要素と具体的な研修コース 
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第２節 研修パッケージ 

 

企業が直面する具体的課題を想定し、それを解決に導くための指導員に必要な能

力要素を習得するための研修を目的別にパッケージ化した。研修パッケージの例を

図４－２に示す。 

作成にあたって、パッケージ左側の分類を調査研究報告書 No.177 の「育成すべき

技術者像（訓練の仕上り像）」とすることで、企業の第 4 次産業革命に対応した人材

ニーズ及び人材育成ニーズ(以下「人材ニーズ等」という。)とその技術者に必要な能

力要素を示した。 

そして研修受講においては、人材ニーズ等に対応するために指導員が研修を受講

する際の参考となるものとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次項に続く） 
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図４－２ 研修パッケージと第 4 次産業革命との関連図 
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第３節 研修の開発方針 

 

前述の図３－１「第 4 次産業革命におけるサイバーフィジカルシステムのイメー

ジ」、図３－３「第 4 次産業革命に対応する指導員に必要な専門能力」及び図４－１

「第 4 次産業革命への対応に必要な指導員の研修体系」を踏まえ、図４－３のとお

り研修の開発方針とした。 

 

 

図４－３ 研修の開発方針 

 

 

第４節 基礎研修の開発 

 

第 3 節の開発方針に従い、図３－２「第 4 次産業革命に対応した指導員像」にお

ける［Ⅱ．幅広く横断的な知識］の習得のため研修カリキュラムを開発した。 

開発したカリキュラムの概要を図４－４～５に示す。 

 

研修の開発方針 

指導員の専門分野によらず必要な能力を付与するための研修を基礎研修と位置

付け、その研修カリキュラムを開発 

基礎研修 

①職業大研修の中から第 4 次産業革命に対応した人材育成を展開する上で、必

要となる手段を実践している研修を新たに第 4 次産業革命対応の専門技術研修と

して選定 

②指導員が有する専門分野に対応し、業務の効率化等が可能となるデジタル技

術等を付与し、複合的な訓練が展開できることを目指した研修カリキュラムを開

発 

③企業の課題を想定し、IoT などのデジタル技術を活用しながら指導員自らが

解決方法を探る PBL（Project Base Learning）型の研修カリキュラムを開発 

専門技術研修 
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図４－４ 「職業訓練指導員のための第４次産業革命の考え方」概要 

 

 
図４－５ 「はじめてのサイバーフィジカルシステム」概要 

 

第５節 専門技術研修の開発 

 

第 3 節の開発方針に従い、図３－２「第 4 次産業革命に対応した指導員像」にお

ける［Ⅲ．第４次対応の技能・技術］の習得のため研修カリキュラムを 2019 年度に

4 コース、2020 年度に 9 コース開発した。 

本研修カリキュラムは、指導員育成プログラムの概要等を示したものであり、研

修等の実施にあたって具体的な内容を決定するための参考として活用されたい。 
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５－１ 開発した研修カリキュラム（２０１９年度） 

2019 年度については、4 コースの専門技術研修カリキュラムを開発した。 

開発したカリキュラムを図４－６～９に示す。 

（１）クラウドコンピューティング 8の理解 

 

図４－６ 「クラウドコンピューティングの理解」概要 

 

（２）ＢＩＭの現状と活用事例 

 

図４－７ 「ＢＩＭの現状と活用事例」概要 

 

  

                                                                                                                                                               
8 ネットワークを通じてクラウドサービスを遠隔から利用すること。  
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（３）第４次産業革命のものづくり（サイバーフィジカル生産システム）におけ

るデータ収集・可視化・分析の基礎 

 

図４－８ 「第４次産業革命のものづくり（サイバーフィジカル生産システム） 

におけるデータ収集・可視化・分析の基礎」概要 

 

（４）第４次産業革命のものづくりのためのスマートロボット作業システムの

基礎 

 

図４－９ 「第４次産業革命のものづくりのためのスマートロボット 

作業システムの基礎」概要 
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５－２ 開発した研修カリキュラム（２０２０年度） 

開発にあたって、調査研究報告書 No.177 における指導員に必要な能力、指導員

育成の課題に対し、指導員育成に有効な知識、技能・技術を付与するための研修カ

リキュラムを検討した。 

開発したカリキュラムを図４－１０～１８に示す。  

 

（１）ＣＡＤデータを利用したコスト・納期予測 

 

 

 

図４－１０ 「ＣＡＤデータを利用したコスト・納期予測」概要 
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（２）ものづくりのためのデータサイエンス入門 

 

 

 

図４－１１ 「ものづくりのためのデータサイエンス入門」概要 
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（３）建築分野におけるＩｏＴデバイス活用技術 

 

 

 

図４－１２ 「建築分野における IoT デバイス活用技術」概要 
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（４）スマートものづくり実践研修（第４次産業革命に向けて） 

 

 

 

図４－１３ 「スマートものづくり実践研修（第 4 次産業革命に向けて）」概要 
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（５）企業ニーズにおける課題解決手法 

 

 

 

図４－１４ 「企業ニーズにおける課題解決手法」概要 
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（６）第４次産業革命におけるものづくりシステムのスマート化 

 

 

 

図４－１５ 「第 4 次産業革命におけるものづくりシステムのスマート化」概要   
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（７）情報技術を活用したデータ収集と見える化に関する知識･技術の習得 

 

 

 

図４－１６ 「情報技術を活用したデータ収集と見える化に関する知識・技術の習得」概要 
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（８）ＢＩＭを活用した問題解決手法 

 

 

 

図４－１７ 「BIM を活用した問題解決手法」概要  
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（９）ＢＩＭを活用した建築設備計画 

 

 

 

図４－１８ 「BIM を活用した建築設備計画」概要 

  


